
こ
れ
は
、
平
成
25
年
中
の

愛
媛
県
内
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
総
額
で
す
。

今
年
に
入
り
、
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
ま
す
…
。

３億９，５２４万円
この数字、何を表わしているか分かりますか？

オレオレ

還付金
名義貸し

ワンクリック

特集
詐欺を

町から
追い出

そう
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増
え
る
特
殊
詐
欺
。
警
報
を
発
令

　　

詐
欺
に
よ
り
３
億
９
５
２
４
万
円

も
の
お
金
が
県
内
で
失
わ
れ
た
平
成

25
年
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
そ
の

勢
い
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
上
の
表
を

見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
被
害
額
は

昨
年
の
倍
以
上
の
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
県
警
は
４
月

に
特
殊
詐
欺
警
報
を
発
令
し
、
注
意

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
松
前
町
も
詐
欺
被
害

の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
に

入
り
、詐
欺
未
遂
の
件
数
が
増
加
。さ

ら
に
、
町
内
女
性
が
１
０
０
万
円
を

だ
ま
し
取
ら
れ
る
被
害
に
遭
っ
て
い

ま
す
。

巧
妙
化
す
る
手
口

　

こ
の
詐
欺
に
遭
っ
た
女
性
は
、
電

話
が
掛
か
っ
て
き
た
と
き
、
一
度
は

拒
否
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
詐

欺
集
団
は「
複
数
の
業
者
を
装
い
話

を
持
ち
掛
け
る
」、「
弁
護
士
を
名
乗

り
電
話
を
掛
け
る
」
な
ど
、
巧
み
な

手
口
を
使
っ
て
女
性
を
信
じ
込
ま
せ

た
の
で
す
。
さ
ら
に
、「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
銀
行

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
み
を
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
現
金

を
郵
送
さ
せ
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
っ
て

　
特
殊
詐
欺
は
、
電
話
な
ど
の
通
信

手
段
を
使
い
、
対
面
し
な
い
で
金
品

を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
こ
と
で
す
。

「
振
り
込
め
詐
欺
」と「
振
り
込
め
詐

欺
以
外
の
特
殊
詐
欺
」に
分
類
さ
れ

ま
す
。
振
り
込
め
詐
欺
に
は
、「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
」「
架
空
請
求
詐
欺
」「
融

資
保
証
金
詐
欺
」「
還
付
金
等
詐
欺
」

が
、
振
り
込
め
詐
欺
以
外
の
特
殊
詐

欺
に
は
、「
金
融
商
品
等
取
引
名
目

の
詐
欺（
投
資
詐
欺
）
」「
ギ
ャ
ン
ブ

ル
必
勝
法
情
報
提
供
名
目
の
詐
欺
」

「
異
性
と
の
交
際
あ
っ
せ
ん
名
目
の

詐
欺
」
な
ど
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

投
資
詐
欺
に
注
意

　　

25
年
に
県
内
で
起
き
た
特
殊
詐

欺（
認
知
し
た
も
の
）
で
、
被
害
が

最
も
大
き
か
っ
た
の
は
投
資
詐
欺
で

す
。
被
害
件
数
は
32
件
、
被
害
総
額

は
２
億
７
１
３
万
円
に
上
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
架
空
請
求
詐
欺
が
27
件
、

１
億
８
４
０
万
円
、オ
レ
オ
レ
詐
欺
が

13
件
、５
０
５
３
万
円
と
続
き
ま
す
。

　

詐
欺
集
団
は
、
話
題
性
が
あ
り
興

味
や
関
心
も
高
い「
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
」や

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」な
ど
の
話
で
、

甘
い
罠（
投
資
）を
仕
掛
け
る
の
で
す
。

広
が
る
被
害
に
高
ま
る
不
安

　
被
害
が
拡
大
す
る
中
で
、
町
や
県

の
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
の
相
談
件

数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
件
数
の
増
加
は
、
単
純
に
被

害
が
拡
大
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
詐
欺
被
害
へ
の
不
安
を
感

じ
る
人
が
多
く
な
っ
た
と
も
い
え
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
も
詐
欺
の
事
例
を
学
び
、「
ど
の

よ
う
に
だ
ま
さ
れ
る
の
か
」を
事
前

に
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

詐
欺
の
事
例
に
つ
い
て
学
び
ま

し
ょ
う
。 　特殊詐欺警報が発令されている現在、町内では詐

欺の被害だけでなく、詐欺未遂も多発しています。
　右の表を見ると、県内で警報が発令された4月以
降、町内での特殊詐欺未遂の件数も増加しているこ
とが分かります。
　これらは幸いにも「未遂」で終わっていますが、
危険は確実に迫ってきています。「私は関係ない」で
はいられない状況が、町内でも起きているのです。

特殊詐欺警報発令―。
町内でも詐欺未遂が増加中

平成26年に町内で発生した詐欺未遂の内訳
※2月は発生なし

　警察などの職業を装って心理的に追い込み、弁護
士などの職業を名乗って救済の手を差し伸べる―。
　これは「劇場型詐欺」の特徴ですが、最近はこの
ような形の詐欺が多くなっています。ついこの前も、
警察官と偽って家に行き、キャッシュカードの暗証
番号を聞き出して 200 万円をだまし取るという事件
が、伊予署管内で起きました。
　地域の出前講座で詐欺の話をすることがあります
が、みんな「他人ごと」「私のことじゃない」と思っ
ているように感じます。それでは、電話があったと
きに正常な判断ができず、間に合いません。「まさ
か私がだまされるとは」となり、被害は繰り返され
てしまいます。
　詐欺はもはや1人では防げません。声掛けを広げ、
家族や地域で守っていくことが大切です。

report

平成 25 年、県内の特殊詐欺被害総額は 3 億 9,524 万円。
前年より 1 億 4,000 万円以上増加したにもかかわらず、
今年に入り、さらに増加傾向にあります。

0

50

100

150

200

平成 23 年度 24 年度 25 年度

（件数） 町内住民の消費生活相談状況

55

87

142

58

97

155

74

94

168
県消費生活相談窓
口への相談件数

町消費生活相談窓
口への相談件数

相談のうち、平成
23 年度は 1 件、24
年度は 9 件、25 年
度は 2件、警察に連
絡しています。

なぜ、被害は減らないのか―。
伊予署生活安全課長に聞く

伊予警察署
生活安全課課長
田中  敬吾  警部

「まさか私が」とならないために―
家族や地域のみんなで
声掛けし合うことが大切

interview

発生年月 発生件数 特殊詐欺の内容

26年1月 2件 金融商品関係　　1件
架空請求　　　　1件

3 月 1件 金融商品関係　　1件

4月 5件

オレオレ詐欺　       2件
融資保証金詐欺　1件
架空請求詐欺　      1件
金融商品関係　     1件

県内特殊詐欺の認知件数と被害額（平成26年1～ 4月 /  25年 1～ 4月）

特殊詐欺の種類
26 年1～ 4月 25 年1～ 4月 増減

件数 金額（万円） 件数 金額（万円） 件数 金額（万円）
オレオレ詐欺 5 4,320 2 300 +3 +4,020
架空請求詐欺 11 5,740 4 2,731 +7 +3,009
融資保証詐欺 7 497 2 58 +5 +439
還付金詐欺 0 0 12 1,190 -12 -1,190

振り込め詐欺以外の特殊詐欺 14 8,422 7 4,978 +7 +3,444
合計 37 18,979 27 9,257 +10 +9,772

参考：愛媛県警本部生活安全企画課資料

県内特殊詐欺被害者の現金交付方法
（平成 26 年 1～ 4月）

参考：愛媛県警ホームページ

口座振替
（40％）

送付
【レターパック】

（21％）

手交
（13％）

送付
【その他】 
（26％）

被害が拡大中
特殊詐欺の現状

4まさき    ❖    2014-6広報5 2014-6   ❖    広報  まさき



事例から学ぶ
これらの事例は、実際に町であった

相談事例を基にしています。
事例を知って被害を未然に防止しましょう。

電話以外の方法でも詐欺の危険があります。
また、詐欺の被害者は高齢者だけではありません。
インターネットをよく利用する若者も
詐欺の被害に遭う可能性があります。
人ごととは考えず、
もしものときに自分や周りの人を守れるようにしましょう。

投 資 詐 欺 相談者Ａさん（70 歳代、女性、息子と同居）

                                                         
    

    
   

   
   

   
   

 e
xa

mple

1

▼被害までの経緯
Ａ社を名乗る男性から「Ｂ社から黄色の封筒が届いて
いないか」と電話があった。「届いている」と答えると、

「3 万円の全国商品券をあげるから、その中にあるパン
フレットを分けてほしい」と言われた。断ると「個人
でしかできない投資があるので、名義だけ貸してもら
えないか。負担はかけないから、友人に譲ると言って
申し込んでほしい」と頼まれた。そして、「当社の代わ
りに 20 口 100 万円を振り込んでほしい。当社は会社な
ので申し込みできない。お金は明日の昼までに当社か
ら入金しますから」と言われた。困っている様子なので、
名義貸しを了承して申し込んだ。

▼被害状況とその後
家族には相談せず、警察と消費生活相談窓口に相談。
業者にキャンセルの申し出を行い、被害を防止できた。

・「代わりに買って」「名義を貸して」などと持ち掛
けてくる勧誘の電話はすぐに切りましょう。
・業者とやり取りしても絶対にお金は払わず、周
囲の人や相談窓口に相談しましょう。

アドバイス

高齢者被害が多発中

排水管点検 相談者Ｂさん（60 歳代、女性、独居）

領収書がもらえない
など、不審に思った
ら、確認しましょう

                                                         
    

    
   

   
   

   
   

 e
xa

mple

２

▼被害までの経緯
町の下水道課を名乗る作業着の男性が、「排水管の点
検をする」と言って家の排水枡 1 カ所を見た。自宅前
の道路には 2 ～ 3 人の同じ作業着の男性が「工事中」
の看板を持って立っていたので、本当に町の点検だと
思った。排水枡を見ながら「排水管のどこかに穴があ
る。古くて弱くなっていると爆発する恐れがあるので修
理が必要。後日修理に来ます」と言われ修理代を徴収
された。領収書を依頼したが、後日持参すると言って
もらえなかった。さらに、流れ具合を見るとのことで「台
所で水を流すので、外の排水枡の所で待っていてほし
い」と言われた。慌てて財布を机に置いたまま外に出た。

▼被害状況とその後
財布からお金だけを盗まれた上、後日修理にも来ず、修
理代もだまし取られた。役場に確認し、だまされたこと
を知った。警察に連絡したが、被害回復はされていない。

松山市と近郊で多発中

インターネットトラブル 相談者Ｅさん（20 歳代、女性、主婦）

                                                         
    

    
   

   
   

   
   

 e
xa

mple

４

▼ 被害までの経緯
インターネットで、有名なブランドバックを検索した
ところ、激安価格だったので、すぐに注文して代金 4
万円を指定の口座に振り込んだ。名義人は中国人と
思われる名前だった。すると後日、税関から封書が
届き、「偽ブランドなので、税関で預かっている。所
有権を放棄するかどうか 10 日以内に連絡するように」
と書いてあった。

▼ 被害状況とその後
サイトに解約したいことを連絡したが、未だに返金さ
れていない。注文をしたサイトは日本語もおかしく、
本物のブランドサイトを装った偽サイトだと後から分
かった。

・商品が届かない、事業者に連絡が取れない、模倣
品が届いたといった詐欺的な手口が増加しています。
・メールアドレスしか記載していないサイトとの取引は
危険です。業者の表記を事前によく確認しましょう。
・金額が極端に安い価格で販売していたり、日本語
が不自然なサイトは要注意です。
・支払方法が個人名義の銀行口座への前払いの場
合は特に注意しましょう。クレジット決済が安心です。
・振り込んでしまったら銀行と警察へ相談を。消費者庁
越境消費者センターに相談 （メール、FAX）もできます。

アドバイス

・下水道課がこのような排水管点検に訪問し、修
理代を徴収することはありません。
・流水状態を確認するように言われ外に出た間に
財布の現金を盗まれる被害もあるので、ご注意を。

アドバイス

催眠（ＳＦ）商法 相談者Ｃさん（70 歳代、女性、独居）

                                                         
    

    
   

   
   

   
   

 e
xa

mple

３
▼被害までの経緯

友人に誘われ、毎月健康食品や家庭用電位治療器など
の実演販売会に参加した。1日 2 回、午前と午後に 100
円で食品や日用品を購入することができたので、お得
感があった。人にも会え、担当者も親切に接してくれ
たので、いつの間にか常連となっていた。次第に高額
な健康食品を次々と勧められるようになり、効果を信じ
何種類も購入して服用。家庭用電位治療器も購入した。

▼被害状況とその後
健康食品を服用しても体調は良くならず、服用を途中
でやめた。家庭用電位治療器も使っていない。年金の
ほとんどを支払いに充てていたため、貯金も減り生活が
苦しくなった。そのため、親戚が消費生活相談窓口に
連絡。その後、解約交渉をした結果、未使用品を返品
し返金を受けることができた。

・健康食品は薬ではありません。商品説明や体
験談をうのみにしないで、服用前にはかかりつけ
医に相談をしましょう。
・健康食品の飲みすぎや副作用に注意しましょう。

アドバイス

高齢者被害が多発中

若者の被害が多発中

後日修理に
来ます

安く
します

特別

名義

「あなたの名義で買
いました」という言
葉にもご注意を

親しくなると、高
額商品を次 と々
買わせます
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詐欺に遭わないために私たちができること

出前講座の様子
寸劇を交えながら行います。

希望する人は町消費生活相談窓口まで
（連絡先は次のページに記載）

詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策　

　　

詐
欺
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

は
事
例
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
日
ご

ろ
か
ら
対
策
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
ず
は
、
①
留
守
番
電
話
機
能
付

き
の
電
話
を
購
入
し
、
在
宅
時
も
で

き
る
だ
け
留
守
電
の
設
定
に
す
る
こ

と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
詐
欺
集
団
は

「
声
」の
証
拠
が
残
る
こ
と
を
恐
れ
る

た
め
、
電
話
を
切
っ
て
犯
行
を
諦
め

る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
②
掲
載
す
る
必
要
が
な
い

場
合
は
、
電
話
帳
か
ら
自
分
の
名
前

を
削
除
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。
平

成
26
年
２
月
に
県
内
で
警
察
官
を

装
っ
た
詐
欺
電
話
が
相
次
い
だ
と
き
、

平
成
13
年
度
の
電
話
帳（
ハ
ロ
ー
ペ
ー

ジ
）が
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。削
除
に
は
、タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
掛
け

て
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
誰
で
も
簡
単
に
行
え
ま
す
。（
削

除
に
関
し
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
も
了
解
済
み

で
、他
県
で
も
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
）

　

こ
れ
ら
は
強
制
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
独
居
な
ど
周
り
か
ら

の
目
が
少
な
い
人
に
は
、
被
害
の
リ

ス
ク
を
下
げ
る
の
に
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
③
町
の
消
費
生
活
相
談
窓

口
で
啓
発
グ
ッ
ズ
を
入
手
し
た
り
、

出
前
講
座
で
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

地
域
の
絆
で
詐
欺
を
追
い
出
す

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
だ
け

で
な
く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な

ど
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

誰
で
も
、
詐
欺
の
被
害
に
遭
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、一
人

で
抱
え
込
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
み

ん
な
で
詐
欺
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

学
び
、
対
策
を
取
っ
て
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
さ
い
な
変
化
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
る
の
は
、家
族
や
周
り
の

身
近
な
人
た
ち
で
す
。
地
域
の
気
付

き
、声
掛
け
が
被
害
を
防
ぎ
ま
す
。日

ご
ろ
か
ら
地
域
の
絆
を
深
め
、周
り
の

大
切
な
人
の
変
化
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
み
ん
な
で
作
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

も
し
、
変
化
に
気
付
い
た
と
き
は
、

迷
わ
ず
相
談
機
関
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。町
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、地
域
の
居
宅

介
護
事
業
所
や
民
生
委
員
な
ど
、
み

ん
な
で
連
携
を
図
っ
て
問
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

自
分
が
、そ
し
て
、周
り
の
大
切
な

人
が
、詐
欺
の
被
害
で
悲
し
い
思
い
を

し
な
い
よ
う
に
―
。
地
域
の
絆
を
深

め
て
詐
欺
を
追
い
出
し
、安
全
で
み
ん

な
が
安
心
で
き
る
松
前
町
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

詐
欺
へ
の
高
い
意
識
を
持
と
う

　

詐
欺
に
関
す
る
情
報
に
敏
感
に

な
っ
た
り
対
策
を
取
っ
た
り
―
。
詐

欺
に
対
し
高
い
関
心
を
持
つ
こ
と
は
、

実
際
に
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
と
き

の
冷
静
な
対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
遭

遇
し
た
と
き
は
、
は
っ
き
り
と
必
要

な
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

電
話
の
内
容
や
教
え
ら
れ
た
電
話
番

号
を
必
ず
メ
モ
に
取
り
、
そ
の
情
報

を
警
察
や
相
談
窓
口
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
周
り

の
人
の
詐
欺
被
害
の
リ
ス
ク
を
下
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

不
安
に
感
じ
た
ら
相
談
窓
口
へ

　

し
か
し
、
あ
な
た
が
冷
静
に
対
応

で
き
た
と
し
て
も
、
相
手
も
巧
み
な

手
口
で
心
理
的
に
追
い
詰
め
て
き
ま

す
。
少
し
で
も
不
安
に
感
じ
た
ら
、

相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
が「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」

と
感
じ
る
よ
う
な
こ
と
で
も
、
専
門

の
相
談
員
に
相
談
す
る
こ
と
で
被
害

を
軽
減
で
き
た
り
、
未
然
に
防
止
で

き
た
り
し
ま
す
。

　

一
人
で
で
き
る
こ
と
は
、
限
界
が

あ
り
ま
す
。「
恥
ず
か
し
い
」「
申
し
訳

な
い
」と
思
わ
ず
、身
近
な
人
に
相
談

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

私たちが普段の生活の中でできること
①留守番電話機能付きの電話を購入
　在宅時もできるだけ留守番設定に

②電話帳から名前を削除する

③消費生活相談窓口の活用（グッズ、出前講座）

◉犯人は声の録音を嫌う

◉犯人は電話帳を利用する場合も多い

町の相談窓口で入
手できるグッズや
パンフレット　

　皆さんにお伝えしたいことは、「まずは相談する」
ということ。松前町では、身近な誰かに相談すれば、
すぐに連携して動くことができる体制ができていま
す。地域包括支援センターや在宅介護支援センター
の要請で一緒に被害に遭った人の家に訪問すること
もあります。また、民生委員さんや地域の皆さんの
通報で訪問し、関係機関が集まって協議を行い、被
害を最小限にとどめられた事例もありました。関係機
関が集まったことで、その後の見守りも行うことがで
きています。
　また、この連携を有効に活用するために、地域の
人、見守る人もさらに高い意識を持ってほしいと思い
ます。最近は出前講座の依頼も増え、皆さんの意識が
高まってきていると感じます。一方で、毎月広報に掲
載している「消費力アップ通信」を見ていたら被害は
防げていたのに…と思う事案もあります。
　地域の人が高い意識を持ち、変化に気付いたらす
ぐに相談機関につなぐ―。地域力で詐欺を防止して
いきましょう。

松前町
消費生活相談員
武田  咲枝  さん

インタビュー

相談窓口のお知らせ

▽平日

　　松前町役場消費生活相談窓口 （産業課）   
　☎985-4120
　※武田さんは火曜日と第1金曜日に在勤

▽土日含む10～16時
　消費者ホットライン  　☎0570-064-370
▷伊予警察署　                        ☎982-0110

広報まさきの「information」

で消費力アップ通信連載中
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